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平成24年度当初
予算を公表します
平成24年度当初
予算を公表します

特集特集 2～5面

　東日本大震災からの復興を願い「友好のさくら記念植樹祭」は
3月11日、総合運動公園で開催されました。
　加納武夫町長が「植樹が復興の基本となるように」とあいさつ
したあと、山田基星広野町長、大野峯町議会議長などからあいさ
つをいただきました。
　植樹祭には、震災発生当時本町に避難していた広野町民のほ
か、町内のさくら愛護団体の方など約150人が参加し、ヤマザク
ラとカンザンの二種類の桜200本を植樹しました。
【写真上下】復興の願いを込めて植樹しました

復興を願い…復興を願い…
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平成24年度

58億9,528万円58億9,528万円
特別会計を合わせると97億935万円

みんなの
暮らしに
生かします

　
平
成
24
年
度
の
石
川
町
歳
入
・
歳
出
予
算
が
、

3
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ひ
と
が
輝
き・

と
き
を
慈
し
み・

も
の
を
愛
で
る

ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て か

が
や

い
つ
く

め

〝
み
ん
な
が
主
役

　
協
働
と
循
環
の
ま
ち
〞

第
５
次
総
合
計
画

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

歳
入
確
保
、
歳
出
削
減
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
第
5
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
本
町
の
将
来
像
「
み
ん

な
が
主
役　
協
働
と
循
環
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
6

つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
い
て
、
重
点
的
・
優
先
的
に
取
り

組
む
べ
き
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳　入

町税
14億9,750万円
　　　　25.4％

自主財源
30.6％

依存財源
69.4％

地方譲与税ほか
3億970万円
5.2％

地方交付税
25億4,000万円

43.1％

町債
3億8,370万円
6.5％

諸収入ほか
1億6,015万円
2.7％繰入金

8,140万円
1.4%

県支出金
3億8,085万円
6.5％

国支出金
3億3,795万円
5.7％

分担金及び負担金
2億403万円
3.5％

町税とは？
町民の皆様から納めて
いただく町民税や固定
資産税などです。

繰入金とは？
各種基金などから一
般会計へ繰り入れるお
金です。

地方交付税とは？
所得税など国が徴収した税金
の中から町の財政状況に応じ
て交付されるお金です。

町債とは？
　町の借金のことです。
大きな事業を行うため
に国や金融機関から借
りるお金です。
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町
税
で
は
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に

よ
り
個
人
町
民
税
が
増
収
と
な
る
も
の

の
、
家
屋
の
評
価
替
え
等
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
収
に
よ
り
、
町
税
全
体
で
は
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
対
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
３・６
％
、
５
，６
１
０
万
円
減
の

14
億
９
，７
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
地
方
財
政

措
置
や
震
災
復
興
費
に
係
る
特
別
交
付
税

が
大
幅
に
増
加
す
る
見
通
し
と
な
り
、
特

別
交
付
税
と
あ
わ
せ
対
前
年
比
5
％
増
の

25
億
４
，０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た

め
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年
度
と
同
額

の
３
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
実
質
的
な

交
付
税
総
額
は
、
対
前
年
比
４・４
％
増

の
28
億
４
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

産
業 

　
農
業
の
再
生
と
し
て
、
農
地
の
土
壌
調

査
、
農
作
物
等
放
射
性
物
質
の
測
定
の
ほ

か
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
施
設
の
設
置
費
、

カ
リ
資
材
の
購
入
費
、
優
良
基
礎
牛
及
び

肥
育
牛
の
導
入
費
の
助
成
な
ど
農
業
経
営

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
再
生
と
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
事
業
や
制
度
融

資
に
係
る
信
用
保
証
料
の
助
成
を
行
う
ほ

か
、
雇
用
の
安
定
確
保
と
し
て
、
緊
急
雇

用
対
策
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
求
職
者

歳　出

人件費
14億1,966万円
　　　　24.1％

義務的経費
45.3％

投資的経費
7.5％

投資的経費
7.5％

その他
47.2％

扶助費
7億379万円
11.9％

公債費
5億4,827万円
9.3％

普通建設事業費ほか
4億4,100万円

7.5％

物件費
7億4,665万円
12.7％

補助費等
10億4,602万円
17.7％

繰出金
7億6,447万円
13.0％

積立金ほか
2億2,542万円
3.8％

扶助費とは？
法令に基づき支出され
る子どものための手当、
医療費扶助などです。

公債費とは？
事業を行うために借り
入れたお金の元利償
還金です。

建設事業費とは？
道路の整備、公共施設、
災害復旧などの建設事
業に要するお金です。

補助費等とは？
石川地方生活環境組合
負担金、広域消防組合
負担金、各種補助金な
どです。

歳
　
入

歳
　
出

の
就
業
機
会
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
風
評
対
策
と
し
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信
、

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
首
都
圏
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
賑
わ
い
の
創
出
と
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
桜
ま
つ
り
や
農
・
商
・
工
が
一
体

と
な
っ
た
産
業
交
流
祭
を
開
催
し
ま
す
。

 

保
健
・
福
祉
・
医
療 

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
医
療
費
及
び
妊
産

婦
一
般
健
康
診
査
費
用
の
無
料
化
の
継
続

や
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
を
行
う
な
ど
、
少
子
化
対
策
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
を
促
進
す
る
た
め
子

宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進
事
業
を

行
う
ほ
か
、
健
康
増
進
事
業
、
予
防
事
業

な
ど
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
食
品
等
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質
測
定
器
に

よ
る
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

　
小
学
校
統
合
に
向
け
た
校
舎
等
の
基
本

構
想
を
進
め
る
ほ
か
、
石
川
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
耐
震
補
強
等
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
い
し
か
わ
交
流
・
連
携
事
業
等

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
未
来
を
担
う
こ
ど

も
達
の
交
流
・
連
携
を
一
層
深
め
る
と
と

も
に
、
鉱
物
学
習
や
文
化
財
出
前
講
座
に

よ
り
郷
土
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
石
川
フ
ィ
ル
・
い
わ
き
フ
ィ
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ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

中
学
生
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術

文
化
に
親
し
み
・
触
れ
合
う
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進
を

図
る
た
め
、
広
域
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
等

に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 
生
活
・
環
境 

　
線
量
低
減
化
に
向
け
て
除
染
事
業
を
行

う
ほ
か
、
防
災
体
制
の
強
化
と
し
て
、
自

然
災
害
に
対
応
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
配
布

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が
結
成
し
た
自
主
防

災
組
織
に
対
し
防
災
用
品
を
交
付
し
、
自

主
防
災
活
動
の
促
進
等
を
図
る
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
消
防
屯
所
の
建
て
替
え
、
消
防

ポ
ン
プ
車
や
可
搬
ポ
ン
プ
の
計
画
的
な
更

新
を
行
い
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る

ほ
か
、
地
域
間
を
結
ぶ
身
近
な
生
活
道
路

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
快
適
で
安
全

な
道
路
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
道
路
環
境
の
維
持
管
理

を
推
進
し
ま
す
。

 

地
域
自
治 

　
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
要
す
る

経
費
の
ほ
か
、
地
域
自
治
活
動
や
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
実
践
す
る
た
め
の
財
源

を
交
付
し
、
持
続
可
能
な
地
域
自
治
の
確

立
に
向
け
て
、
地
域
資
源
の
整
備
や
地
域

で
の
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

 

町
民
・
行
政 

　
町
政
や
議
会
活
動
な
ど
様
々
な
情
報

を
提
供
す
る
た
め
に
、「
広
報
い
し
か
わ
」

や
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
ほ
か
、

震
災
復
旧
復
興
計
画
を
見
据
え
た
後
期
計

画
策
定
の
た
め
の
第
５
次
総
合
計
画
改
定

事
業
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
防
災

拠
点
機
能
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
庁

舎
建
設
に
向
け
た
基
本
設
計
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
合

計
は
58
億
９
，５
２
８
万
円
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
５
，２
０
７
万
円
、
率
に
し
て

０・９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
総
額
は
97
億
９
３
５
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
３
億
３
，５
２
３
万
円
、
率

に
し
て
３・６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

にぎわいと活気のあふれるまち（産業）　 　
４億４，７８１万円1

●農用地除染事業　●地域活性化対策事業　●中小企業対策事業
●風評被害等に伴う産業支援対策事業　●農業経営支援事業　
●観光物産事業　●東日本大震災関連農業振興事業
●さくら保全活用事業 ●緊急雇用創出基金事業 ●工業用地販売事業（特別会計）など

健やかで人にやさしいまち（保健・福祉・医療）
４８億６，９４６万円2

●障害者自立支援事業　●健康増進事業　●後期高齢者医療事業　
●母子保健事業　●子育て応援事業　●食品衛生経費   
●子ども医療費　●国民健康保険事業（特別会計）
●子どものための手当給付事業　●介護保険事業（特別会計）など

豊かな心と文化を育むまち（教育・文化・スポーツ）
１億３，９２１万円3

●外国青年招致事業　●いしかわ交流・連携事業　
●小中学校教育振興費　●英国文化体験教室事業
●芸術文化振興事業　●町史編集事業　●スポーツ育成事業
●スポーツ交流促進事業など

安全・安心で快適なまち（生活・環境）  　　 
 １２億868万円4

●路線バス対策経費　●防災行政無線難聴調査事業
●石川地方生活環境施設組合負担金　●災害対策費　●除染事業  
●簡易水道事業（特別会計）　●道路維持補修事業   
●宅地販売事業（特別会計）　●須賀川地方広域消防組合負担金　
●水道事業（水道事業会計）など

ともに力を合わせてつくるまち（地域自治）   
 　６，１２４万円5

●地域づくり推進事業（地区まちづくり交付金）

町民の信頼に応えるまち（町民・行政）　　  
５，８３４万円6

●新庁舎建設事業　●広報広聴経費　●第５次総合計画改定事業 
●みんなのまちづくり事業　●区長等活動経費　
●戸籍住民基本台帳経費など

　「みんなが主役　協働と循環のまち」を将来像とした第５次総合計画の６つの基本
目標を踏まえた、平成２４年度の主な事業の総額は６７億８，４７４万円となりました。
　また、石川町東日本大震災復旧復興計画に基づき、生活環境の安全確保、産業・経
済活動の再生、災害に強いまちづくりを行うための事業費として、１億４，１０１万円を
計上しています。

平成24年度の
主な事業

平成24年度の
主な事業
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円３３９，９２３ 

役場全体の事務、戸籍
などに使われます。

総 務 費

健康維持や環境対策
（ゴミ処理など）に使
われます。

衛 生 費

町の事業に充てた借金
を返すお金です。

公 債 費

学校教育や公民館事
業で使われます。

教 育 費

道路、公園等の維持管
理などに使われます。

土 木 費

子どもやお年寄り、体
の不自由な方を支援す
るために使われます。

民 生 費

広域消防への負担金、
消防団の運営に使われ
ます。

消 防 費

農業や畜産業、林業に
使われます。

農林水産業費

観光ＰＲ、企業立地、中
小企業対策などに使わ
れます。

商工費ほか

町民一人に
使われるお金

　平成２４年度の一般
会計予算総額５８億９，５
２８万円を私たち町民
一人当たりにすると３３
９，９２３円になります。こ
のお金を項目別に見る
と次のようになります。

円円 円円円

円円円 円５４,９４１５４,９４１３６,８１８３６,８１８３１,６１４３１,６１４ 108,861108,861

２７,９５９２７,９５９１８,９８５１８,９８５ ２１,596 ２１,596 １８,７６７ １８,７６７ 20,38220,382

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２，９８６万円は、当年度損益勘定留
保資金２，８６８万円、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額、１１８万円で
補てんします。

●
特
別
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
予
算

会　計　名 予算額 対前年度比

国民健康保険 20億2,290万円 1.3

後期高齢者医療 １億３，９９４万円 △2.1

介 護 保 険 １４億６，２８１万円 19.0

母 畑 財 産 区 ６１万円 △８．９

中 谷 財 産 区 ４５万円 △１７.２

土地開発事業 ９０８万円 ５８．９

簡易水道事業 １億２，９５６万円 3.8

宅地造成事業 ４，８７２万円 59.4

区　　　分 予算額 対前年度比

収
益
的
収
支

収　
入

営 業 収 益 ２億４，５２６万円 △1.8
営 業 外 収 益 1万円 0.0
特 別 利 益 １万円 0.0

計 ２億４，５２８万円 △1.8

支　
出

営 業 費 用 ２億３，４１５万円 7.5
営 業 外 費 用 ９５１万円 41.9
特 別 損 失 ５０万円 0.0
予 備 費 １００万円 0.0

計 ２億４，５１６万円 ８．５

資
本
的
収
支

収　
入

建 設 負 担 金 ６０万円 ４６．３
工 事 負 担 金 １万円 0.0

計 ６１万円 △97.9

支　
出

建 設 改 良 費 2,557万円 △82.2
企業債償還金 261万円 △56.7
国庫補助金返還金 129万円 138.9
予 備 費 １００万円 0.0

計 3,047万円 △79.8
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観測所 3月1日 3月21日
石川中学校 0.096 0.110
沢田中学校 0.133 0.151
石川義塾中、学法石川高 0.083 0.100
県立石川高校 0.083 0.103
県立石川養護学校 0.114 0.154
第一保育所 0.076 0.104
第二保育所 0.083 0.104
野木沢保育所 0.090 0.117
沢田児童館 0.106 0.133
石川文化幼稚園 0.074 0.082
桜が丘学園 0.122 0.161
共生園脇グラウンド 0.115 0.155
総合運動公園 0.127 0.178
母畑レークサイドセンター 0.135 0.177
中谷自治センター 0.081 0.105
介護老人保健施設オルキス託児所 0.133 0.150
北山形集会所 0.170 0.216
坂路公会堂 0.130 0.166
外槙保育所跡地 0.094 0.134
ニホンブナ 0.126 0.188
東光寺広場前 0.172 0.210

町内30か所に
リアルタイム線量測定システム

が設置されました
　
文
部
科
学
省
は
、
県
内
の

学
校
や
公
園
等
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
２
，

７
０
０
台
を
設
置
し
、
装
置
周

辺
の
空
間
線
量
率
の
平
均
値
な

ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
30
か
所
に
測
定
シ

ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
、
測
定
さ

れ
た
数
値
が
電
光
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
測
定
さ
れ
た
数
値
は
、
10
分

間
の
平
均
値
が
10
分
毎
に
同
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

ま
す
。

リアルタイム線量測定システムの線量測定結果
（単位：μSv/h）

観測所 3月1日 3月21日
保健センター 0.119 0.128
石川小学校 0.089 0.097
沢田小学校 0.107 0.108
野木沢小学校 0.098 0.112
母畑小学校 0.085 0.102
中谷第一小学校 0.086 0.096
中谷第二小学校 0.088 0.108
山形小学校 0.118 0.126
南山形小学校 0.101 0.135

◎リアルタイム線量測定システムホームページアドレス　http://radiomap.mext.go.jp/ja/

◎お問い合わせ先　産業振興課農政係　☎ 26-9126

●対象資材　　平成24年4月1日以降に購入したカリ質肥料（塩化カリ、硫酸カリ、ケイ酸カリ等に限る）で、
　　　　　　　今年度中に施肥を行うもの。
●補助率　　　導入費用の2分の1以内
●申請期間　　11月30日㈮まで（土、日、祝日を除く）
●申請に必要な書類　　申請書、印鑑、領収書の写し（購入資材がわかるもの）、預金通帳の写し
●その他　　　申請の資材数量を圃場面積と照らし合わせ、適正な数値であるかを判断します。なお、必
　　　　　　　要に応じて栽培日誌の提出をお願いする場合があります。

　農作物による放射性物質の吸収抑制対策事業

　昨年10月から販売を優先した農産物、土壌、たい肥などを有料で検査していましたが、4月から無料と
なります。検査を希望される方は次の事項を確認のうえ、放射性物質簡易測定所（石川町勤労青少年ホー
ム）で予約後、検体を持参してください。なお、井戸水や自家消費用食品の検査も、従来通り無料で行っ
ています。
①検体は1kg程度を持参してください。
②食品検体は、事前に水洗いし細かく切り刻んでから持ち込んでください。
③土壌は、乾燥させた状態で持ち込んでください
●お申し込み先　放射性物質簡易測定所　☎26-0475

　農産物等の放射性物質の検査が無料となります

●内容　　　　出荷、販売を目的とする農畜産物の放射性物質検査料の助成
●補助率　　　検査費用（1検体）の½以内で1万5千円を限度とし、1経営体5検体まで。
　　　　　　　（平成24年4月1日以降の検査費用が対象）
●申請期間　　平成25年3月29日㈮まで　午前8時30分〜午後5時15分（土、日、祝日を除く）
●申請に必要な書類　　申請書、印鑑、領収書の写し、　検査完了を証する書類、預金通帳の写し

農 畜 産 物 放 射 線 検 査 料 助 成 事 業
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65歳以上の方へ
　平成24年度から介護保険料が変わります
　町では、介護保険制度を健全に運営するため、3年ごとに事業計画の見直しを行っています。
　高齢化が進み、サービス利用者や利用量が増大している現状などを考慮して、平成24年度から3年間の保険
料額が変わります。

　介護保険制度は、介護が必要になった方が安心し
て自立した生活を送れるように、社会全体で支えて
いこうという制度です。その財源は、65歳以上の方
に納めていただく保険料、40歳から64歳の方に納め
ていただく保険料、公費（税金）で構成されています。
　制度の健全な運営のために、保険料の納付にご協
力をお願いします。

介護保険の財源

石川町の介護保険料
　65歳以上の方の保険料は、石川町で今後3年間に必要な介護保険の総費用から算出された「基準額」をもと
に、本人及び本人が属する世帯の所得に応じて決められます。

★介護保険料は基準年額に所得段階毎の調整率をかけて算定します。
所得段階 対象となる方 保険料の調整率 保険料年額

第1段階 ・生活保護受給者の方
・世帯全員が町民税非課税の方で老齢福祉年金受給の方 基準額×0.50 25,980円

第2段階 ・世帯全員が町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が80万円以下の方 基準額×0.50 25,980円

第3段階 ・世帯全員が町民税非課税の方で、第1段階及び第2段階に
該当しない方 基準額×0.70 36,370円

第4段階 ・本人が町民税非課税だが、世帯の誰かに町民税が課税さ
れている方 基準額×1.00 51,960円

第5段階 ・本人が町民税課税で合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.30 67,550円

第6段階 ・本人が町民税課税で合計所得金額が200万円以上400万
円未満の方 基準額×1.70 88,330円

第7段階 ・本人が町民税課税で合計所得金額が400万円以上の方 基準額×1.90 98,720円

◎石川町の介護保険料基準額（平成24～26年度）
　　　　月　額……………４,３３０円
　　　　年　額………… ５１,９６０円

石川町で必要な
介護サービスの
総費用

65歳以上の
方の負担率
（21％）

石川町に住む
65歳以上の
方の人数

× ÷ ＝ 保険料
基準額

21％

29％
50％

公費（税金）
国・県・町の負担金
財源の半分を公費で
まかないます。

財源の29%が
４０～６４歳の方の
保険料です。

財源の２１％が
６５歳以上の方
の保険料です。







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 4 月号 ● 10

吉田　尚悟さん（21歳）　●字白石

▶次回は、吉田さんの紹介で草野　知佳さんです。

職 業▶㈱日本精工でベアリングを作ってい
ます。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
自分で買った車をいじることです。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
結婚して良い家庭を築くことです。（石
川で生まれ、石川で育ち、石川で結婚し
て生活、良い家庭を築いていく !!）
将来どんな町になって欲しいですか
誰もが放射能を気にしないで過ごせる安
全で住みよい町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
優しい人です。

小木　愛
あい

加
か

ちゃん（10か月）

「これからも、すくすくと元気に育って
いってね。アイラブ愛加ちゃん♥」

義成パパ、愛
まなみ

ママより　板橋字坊屋敷



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

震災から1年の節目を迎え・・

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

庭に咲く15,000株の紫陽花に囲まれて

氏名：太樂　一美さん（80歳）
　　　　　智惠子さん（78歳）
住所：板橋字女庭
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
9
人
、
ひ
孫
が
9
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
27
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
結
婚
当

時
は
稲
作
、
養
蚕
、
葉
タ
バ
コ
な
ど
の
農
業
で
生

計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
昭
和
31
年
に
は
、
工
務
店
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
東
京
に
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。
単
身
赴
任

後
は
定
年
ま
で
町
内
の
建
設
会
社
に
勤
務
し
ま
し
た
。
妻
は

嫁
い
で
く
る
ま
で
農
業
の
経
験
が
な
く
、
農
作
業
を
覚
え
る

ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、
私
が
単
身
赴
任
し
て
い
る
間
も
ず

っ
と
我
が
家
の
農
業
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の

母
が
80
歳
の
時
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
際
、
妻
は
12
年
間

に
渡
り
母
を
介
護
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
お
ま
え
が
い
て
く

れ
て
幸
せ
だ
っ
た
」
と
姑
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
妻
は
心

に
残
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
私
も
妻
が
一
生
懸
命
介
護
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
工
務
店
に
勤
め
て
い
た
経
験
を
生
か
し
て
、
東
屋
を

作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東
屋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
も
数
多
く
作

り
、
テ
レ
ビ
取
材
が
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
近
く

の
「
板
仲
あ
や
め
園
」
の
東
屋
を
作
っ
た
こ
と
は
い
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨
に
な
る
と
、
20
年
か
け
て
増
や

し
た
自
宅
の
庭
に
咲
く
１
５
，0
0
0
株
の
紫
陽
花
を
た
く

さ
ん
の
人
が
見
に
来
ま
す
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん

に
、
お
茶
を
出
し
た
り
、
一
緒
に
話
し
た
り
接
待
す
る
こ
と

が
二
人
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

友
人
と
行
く
ド
ラ
イ
ブ
や
温
泉
巡
り
が
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
の
で
、
み
ん
な
で
出
か
け

よ
う
と
計
画
中
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
が
好
き
で
す
。
特
に
土
木

事
務
所
の
前
の
桜
並
木
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

商
店
街
の
活
性
化
で
す
。
高
齢
者
が
歩
い
て
買
い

物
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

町
内
に
入
院
で
き
る
施
設
が
な
い
の
で
入
院
で
き
る
病
院
が

欲
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　東日本大震災から1年の節目を迎
えた平成24年3月11日、県内では
犠牲になられた方々の哀悼と復興を
誓うイベントが行われました。
　郡山市では、県中管内12市町村長

が出席した「3.11ふくしま復興の誓い2012キャンドル
ナイト」が開催され、加納町長は「復興に向けてみん
なで一緒に頑張りましょう」と復興への思いを述べました。

　また、長泉寺（字高田）では
大震災物故者一周忌慰霊法要及
び復興祈願法要が行われました。
震災発生時の午後2時46分に合
わせて大鐘が鳴らされたほか、
夕方からは、500個の灯ろうで
作られた“祈”の文字が灯され
たなか、震災で亡くなった方の

ご冥福を祈りました。西川一英住
職は「“祈”の文字には2万人の御
霊を慰め、早期復興の思いが込め
られています」と述べました。
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い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

10
　
南
北
朝
動
乱
の
開
始

�
樹
種
名　
　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
約
60
本

�
特
記
事
項

　
河
川
敷
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
散
策
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
須
川
と
今
出
川
の
合
流
地
点
で
、
4
月

は
夜
に
な
る
と
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

あさひ公園の桜
字南町石川桜めぐり

▲羽黒山城跡（西会津町）

　
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
の
新
政
は
、

半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
各
地
の
武

士
の
反
乱
に
遭
い
ま
し
た
。
最
大
の

反
乱
が
北
条
高
時
の
遺
児
で
あ
る
時

行
が
一
時
鎌
倉
を
占
領
し
た
「
中
先

代
の
乱
」
で
し
た
。
こ
れ
を
鎮
定
し

た
の
が
足
利
尊
氏
と
直た

だ
よ
し義
の
兄
弟
で

し
た
。
尊
氏
は
武
士
の
不
満
を
く
み

み
取
り
、
後
醍
醐
へ
反
旗
を
ひ
る
が

え
し
て
京
都
に
攻
め
上
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
奥
羽
の
軍
勢
を
引
き
連
れ

た
北
畠
顕
家
に
敗
れ
、
九
州
に
逃
れ

ま
し
た
。
九
州
で
態
勢
を
立
て
直
し

た
尊
氏
は
、
再
び
京
都
に
攻
め
上
り

楠
木
正
成
ら
を
敗
死
さ
せ
、
建
武
３

年
（
１
３
３
６
年
）
６
月
に
入
京
を

果
た
し
ま
し
た
。
後
醍
醐
は
比
叡
山

（
延
暦
寺
）
に
難
を
逃
れ
、
尊
氏
は
持

明
院
統
の
光こ

う
み
ょ
う明天

皇
を
即
位
さ
せ
ま

し
た
。

  

奥
羽
に
は
後
醍
醐
に
味
方
す
る
武

士
も
多
く
、
白
河
の
結
城
宗
広
は
そ

の
中
心
で
し
た
。
宗
広
の
次
男
親ち

か
み
つ光

は
公
家
の
千ち

ぐ
さ
た
だ
あ
さ

種
忠
顕
ら
と
後
醍
醐
側

近
と
な
り
、
宗
広
と
嫡
子
親ち

か
と
も朝
は
顕

家
を
補
佐
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
石
川
一
族
は
足
利
方
と
し
て

活
動
し
た
た
め
、
戦
国
時
代
ま
で
続

く
石
川
氏
と
白
河
結
城
氏
（
白
川
氏
）

と
の
、
宿
敵
と
も
言
え
る
関
係
は
こ

う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
根
底
に

あ
っ
た
の
は
所
領
争
い
で
し
た
。

　
石
川
一
族
の
武
士
で
あ
る
石
川
義

光
は
、
北
条
氏
が
滅
亡
し
た
鎌
倉
で

の
合
戦
に
足
利
方
と
し
て
参
戦
し
、

そ
の
ま
ま
尊
氏
軍
に
身
を
投
じ
ま
し

た
。
尊
氏
が
京
都
か
ら
九
州
に
落
ち

て
再
度
入
京
す
る
ま
で
随
従
し
、
各

地
を
転
戦
し
ま
し
た
。
後
醍
醐
が
比

叡
山
に
逃
れ
た
た
め
、
足
利
軍
は
東

西
か
ら
攻
撃
し
千
種
忠
顕
も
戦
死
し

ま
し
た
。
こ
の
最
中
、
義
光
は
西
坂

本
地
蔵
堂
前
で
討
死
し
ま
し
た
。
建

武
３
年
６
月
５
日
の
こ
と
で
す
。
そ

の
子
小
平
光
俊
は
父
の
軍
功
に
よ
り
、

会
津
野
沢
村
（
現
在
の
西
会
津
町
）

の
半
分
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真

は
石
川
氏
の
城
跡
）

　
同
年
10
月
、
後
醍
醐
は
下
山
し
て

神
器
を
光
明
天
皇
に
渡
し
、
一
方
の

尊
氏
は
政
治
の
方
針
で
あ
る
「
建
武

式
目
」
を
制
定
し
て
幕
府
（
室
町
幕

府
）
を
開
き
ま
し
た
。
12
月
に
至
り
、

後
醍
醐
は
京
都
を
脱
出
し
て
吉
野
（
奈

良
県
）
に
入
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

京
都
の
足
利
方
北
朝
と
吉
野
の
南
朝

が
全
国
各
地
で
戦
う
、
日
本
史
上
類

の
な
い
内
乱
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
北
畠
顕
家
は
後
醍
醐
の
要
請
に
応

え
再
度
奥
羽
軍
を
率
い
て
上
洛
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
各
地
を
転
戦
し

延
元
3
年
（
１
３
３
８
年
）
5
月
堺

（
大
阪
府
）
で
戦
死
し
ま
し
た
。

　
小
平
光
俊
は
顕
家
の
後
を
追
う
よ

う
に
追
撃
し
、
伊
勢
・
奈
良
・
阿
倍

野
（
大
阪
市
）、
さ
ら
に
堺
で
顕
家
軍

と
戦
い
ま
し
た
。

　
次
々
に
有
力
武
将
を
失
っ
た
後
醍

醐
は
、
態
勢
を
立
て
直
す
た
め
顕
家

の
弟
顕
信
と
そ
の
父
親
房
を
奥
州
に

派
遣
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。



◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

み
な
さ
ん
の
相
談
窓
口
で
す
」

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
生
活
に
関
わ
る
相
談
の
窓
口
で
す
。
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
を
聞
き
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
困
り
ご
と
が
解
決
で
き
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。

「
最
近
、
親
が
閉
じ
こ
も
り
気
味
。
弱
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
心
配
だ
」「
こ
の
頃
、

物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
」「
介
護
保
険
を
使
い
た
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
」「
手

す
り
を
付
け
た
い
」「
家
族
の
介
護
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
」「
認
知
症
に
な
っ
た
時

の
金
銭
や
財
産
管
理
が
心
配
だ
」「
詐
欺
に
あ
い
高
額
な
物
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
」

等
々
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
医
療
機
関
、
介
護

事
業
所
、
消
防
署
、
警
察
な
ど
と
協
力
し
て
、
地
域
の
中
の
困
り
ご
と
や
異
変
を

早
期
に
発
見
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
普
段
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、

「
い
つ
も
と
ち
が
う
」「
何
だ
か
、
お
か
し
い
」
と

気
に
な
っ
た
り
、
心
配
に
な
っ
た
り
し
た
時
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
地
区
や
職
場
・
仲
間
う
ち
で
、
介
護

や
認
知
症
の
勉
強
会
を
開
き
た
い
と
い
う
時
の
お

手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

紫イモのおはぎ

材　料 （4人分）

紫イモ…………………400ｇ
米…………………………１合
もち米……………………１合
水……………………２カップ
砂糖………………70～80ｇ
塩………………小さじ１／２

二瓶　元子さん（中野）
●二瓶さんの　　　　　　　
　ひと味違う紫イモを使ったレシピです。紫イモはさつま芋の一種ですが、色鮮やか
で料理にもお菓子づくりにもおすすめです。
　あんは炊飯器を使うと焦がす心配がなく、簡単にできます。煮詰め足りない時は、様
子を見ながら再度、炊飯器で炊いてください。たくさん作って冷凍庫に保存できます。
ほかにも、小豆やかぼちゃなどのあんも作れますよ。
　私たち食改は、健康づくりや食育の他に、紫イモや黒米、りんごなど地元の食材を
使った料理で、町おこしや地域おこしにも取り組み『楽しく！美味しく！健康に！』を心
がけ活動しています。
　健康づくりに興味のある方は、食改さんになって一緒に活動してみませんか。

●二瓶さんの　　　　　　　
　ひと味違う紫イモを使ったレシピです。紫イモはさつま芋の一種ですが、色鮮やか
で料理にもお菓子づくりにもおすすめです。
　あんは炊飯器を使うと焦がす心配がなく、簡単にできます。煮詰め足りない時は、様
子を見ながら再度、炊飯器で炊いてください。たくさん作って冷凍庫に保存できます。
ほかにも、小豆やかぼちゃなどのあんも作れますよ。
　私たち食改は、健康づくりや食育の他に、紫イモや黒米、りんごなど地元の食材を
使った料理で、町おこしや地域おこしにも取り組み『楽しく！美味しく！健康に！』を心
がけ活動しています。
　健康づくりに興味のある方は、食改さんになって一緒に活動してみませんか。

●栄養士のひとこと
　紫イモはサツマイモと比べるとカロリーが多少低めですが、食物繊維、ビタミン、ミ
ネラルが豊富で、免疫効果を上げるビタミンCは加熱中に溶け出ることなく残ります。
またカリウムが豊富で、ナトリウムを排泄する効果があるため、血圧を正常に保つ働
きがあります。食物繊維は、ナトリウムを吸着し排出する作用や、便秘予防にも効果が
あります。さらに脂質が少なく、肥満防止、高血圧症、糖尿病、高脂血症などの生活習
慣病予防にも役立ちます。

●栄養士のひとこと
　紫イモはサツマイモと比べるとカロリーが多少低めですが、食物繊維、ビタミン、ミ
ネラルが豊富で、免疫効果を上げるビタミンCは加熱中に溶け出ることなく残ります。
またカリウムが豊富で、ナトリウムを排泄する効果があるため、血圧を正常に保つ働
きがあります。食物繊維は、ナトリウムを吸着し排出する作用や、便秘予防にも効果が
あります。さらに脂質が少なく、肥満防止、高血圧症、糖尿病、高脂血症などの生活習
慣病予防にも役立ちます。

●作り方
①紫イモのあんを作る。
・紫イモの皮をむいて蒸し器で蒸し、潰す。
・砂糖、塩を加えて炊飯器に入れ煮詰める。
・スイッチが切れたら、よく混ぜてあんの出来上が
り。
（炊飯器を使用するので、あんは先に作ってお
く。）
②ご飯を炊く。
・米ともち米は５：５の割合で合わせ、洗って分量の
水で炊く。
・炊きあがったら、食べ易い大きさに丸める。
③①のあんで②のご飯を包んで、出来上がり。

●作り方
①紫イモのあんを作る。
・紫イモの皮をむいて蒸し器で蒸し、潰す。
・砂糖、塩を加えて炊飯器に入れ煮詰める。
・スイッチが切れたら、よく混ぜてあんの出来上が
り。
（炊飯器を使用するので、あんは先に作ってお
く。）
②ご飯を炊く。
・米ともち米は５：５の割合で合わせ、洗って分量の
水で炊く。
・炊きあがったら、食べ易い大きさに丸める。
③①のあんで②のご飯を包んで、出来上がり。
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右
脳
活
性
化
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
第
20
回
す
こ
や
か
福
島

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」参
加
者
募
集

　
5
月
24
日
㈭
に
会
津
若
松
市
及
び

須
賀
川
市
で
開
催
さ
れ
る
、
う
つ
く

し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
健
康
福
祉
祭
（
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
）「
第
20
回
す
こ
や

か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
各
競

技
種
目
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
競
技
種
目

　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、

剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

ク
ロ
リ
テ
ィ
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
5
／
23
～
24
）、
ゴ
ル

フ
（
6
／
8
）（
21
種
目
）

●
競
技
会
場

　
会
津
若
松
市
内
（
あ
い
づ
総
合
体

育
館
ほ
か
）、
須
賀
川
市
（
八
幡
岳
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
宇
津
峰
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
）

●
競
技
参
加
資
格

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●
留
意
事
項

・
第
25
回
全
国
健
康
福
祉
祭
宮
城
・
仙

台
大
会
（
平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら

16
日
ま
で
開
催
）
へ
の
派
遣
選
手
は
、

　
日
常
生
活
の
な
か
で
、
今
ま
で
出
来

て
い
た
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
考
え
が
ま
と
ま
り
に
く
く
な
っ

て
き
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
身
体

を
動
か
し
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
、

頭
の
働
き
を
柔
軟
に
す
る
活
動
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
5
月
16
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　
9
月
19
日
㈬　
10
回

　
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

●
募
集
人
員　
20
人
程
度

●
参
加
費　
無
料
（
教
材
費
等
の
負

担
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
送
迎
バ

ス
が
出
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
内
容　
運
動
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
療
法
、

調
理
、
文
化
財
め
ぐ
り
等

●
そ
の
他　
動
き
や
す
い
服
装
で
、

運
動
靴
（
上
履
き
）、
飲
み
水
、
筆
記

用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り　
4
月
27
日
㈮

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
2
6
ı
8
4
16


本
大
会
の
成
績
等
を
参
考
に
選
考
さ

れ
ま
す
。

・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
除
く
全
て
の
協

議
の
参
加
申
し
込
み
期
限
は
4
月
20

日
㈮
ま
で
、
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
に
つ

い
て
は
5
月
16
日
㈬
（
た
だ
し
先
着
順
）

締
め
切
り
と
し
ま
す
。

　
参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
観
覧
の
み
の
場
合
は
申
し
込
み
不
要
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈶
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
☎
0
2
4
ı
5
2
3
ı
2
131



　
福
島
県
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
2
4
ı
5
2
1
ı
7
1
9
7

●
要
件

①
4
月
1
日
現
在
の
軽
自
動
車
の
所
有

者
が
障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と

（
た
だ
し
、
18
歳
未
満
の
身
体
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
場
合
は
、

そ
の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
の
所

有
で
も
可
）

②
障
が
い
者
1
人
に
つ
き
1
台
（
普
通

自
動
車
の
減
免
を
受
け
た
方
は
該
当

に
な
り
ま
せ
ん
）

●
申
請
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
（
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

　
平
成
24
年
度
の
申
請
期
限
は
4
月
24

身
体
等
に
障
が
い
の
有
る
方
の
た
め

の
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

日
㈫
ま
で
と
な
り
ま
す
。
期
日
を
過
ぎ

る
と
減
免
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
願
い

ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
16
日
を
過
ぎ
て
申
請
し

た
場
合
に
は
、
納
付
書
等
が
届
い
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
4
月
16
日
よ
り
前
に
申
請

願
い
ま
す
。

●
必
要
書
類

　
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
、
車
検
証
、

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

●
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の
範
囲

　
身
体
障
が
い
者

　
戦
傷
病
者
の
方

　
知
的
障
が
い
者

　
精
神
障
が
い
者

の
方
で
、
障
が
い
の
内
容
と
等
級
が
所

定
の
要
件
に
合
致
し
て
い
る
方

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
税
務
課
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
課
税
係

　
☎
２
６
ı
９
１
１
８

町
有
牛
を
貸
付
し
ま
す

　
町
有
牛
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

本
年
度
か
ら
導
入
金
額
の
１
／
４
（
上

限
10
万
円
）
助
成
事
業
を
始
め
ま
す
。

●
畜
種
及
び
頭
数

・
肉
用
繁
殖
雌
牛　
10
頭

・
乳
用
初
妊
雌
牛　
２
頭

●
貸
付
限
度
額

　
肉
用
繁
殖
雌
牛
は
１
頭
に
つ
き

　
65
万
円
以
内
（
消
費
税
含
む
）

　
乳
用
初
妊
雌
牛
は
１
頭
に
つ
き

　
１
００

万
円
以
内
（
消
費
税
含
む
）

※
導
入
金
額
の
１
／
４
（
上
限
10
万
円
）

を
助
成
（
残
金
を
基
金
よ
り
貸
付
）

●
貸
付
期
間

　
５
年
以
内
で
無
利
子
と
す
る
。

（
３
年
目
か
ら
の
分
割
払
い
も
可
）

●
貸
付
条
件

①
町
内
に
在
住
し
、
家
畜
改
良
に
意

欲
的
で
あ
る
こ
と
。

②
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
持
っ
て

飼
養
管
理
に
あ
た
る
こ
と
。

●
導
入
市
場

・
肉
用
繁
殖
雌
牛
は
、
石
川
家
畜
市

場
及
び
畜
産
農
協
の
指
導
に
よ
る
市

場
と
す
る
。

（
県
外
導
入
に
つ
い
て
も
町
が
畜
産
農

協
に
委
託
し
て
購
入
で
き
ま
す
。）

・
乳
用
初
妊
雌
牛
は
、
県
酪
農
協
県

南
支
所
の
指
導
に
よ
る
導
入
と
す
る
。

●
貸
付
の
決
定

　
石
川
町
家
畜
貸
付
審
査
委
員
会
の

審
査
を
経
て
、
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　
5
月
1
日
㈫
ま
で

※
申
し
込
み
に
は
、
連
帯
保
証
人
１
名
、

承
継
人
１
名
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
町
産
業
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
政
係

　
☎
２
６
ı
９
１
２
６
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合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
川
や
湖
な
ど
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、

生
活
排
水
（
風
呂
、
台
所
、
洗
濯
等
）

で
す
。

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の

汚
濁
を
防
ぐ
た
め
、
生
活
排
水
の
す
べ

て
を
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
浄
化
槽

　
50
人
槽
以
下
で
、
設
置
工
事
を
平
成

25
年
3
月
31
日
ま
で
に
必
ず
完
了
で
き

る
浄
化
槽
。

●
次
に
該
当
す
る
場
合
は
補
助
金
の
交

付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出
前
に
、

既
に
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い
る
場

合
。

②
建
築
基
準
法
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く

設
置
の
届
出
を
行
わ
ず
に
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
。

③
無
登
録
又
は
無
届
出
の
浄
化
槽
工
事

業
者
の
設
置
工
事
に
よ
り
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
。

④
販
売
目
的
で
浄
化
槽
付
き
の
住
宅
を

建
築
す
る
場
合
（
建
売
住
宅
等
）。

⑤
浄
化
槽
を
継
続
的
に
使
用
し
な
い
場

合
（
別
荘
等
）。

⑥
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
。

●
申
請
方
法

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
浄
化

●
朝
の
交
通
指
導
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
道
路
に
お
け
る
子
ど
も
、
高
齢
歩
行

者
等
の
安
全
を
確
保
し
、
ま
た
直
接
運

動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
期
間　
4
月
6
日
㈮
～
15
日
㈰

　
（
土
日
を
除
く
）

●
時
間

　
午
前
7
時
10
分
～
7
時
45
分
（
街
頭

指
導
の
時
間
帯
は
、
状
況
に
よ
っ
て
変

更
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
）

●
場
所　
各
行
政
区
に
お
い
て
決
定
し

て
い
る
場
所

●
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

槽
設
置
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
新
築
住
宅
等
の
場
合
は
建

築
確
認
申
請
書
に
含
ま
れ
ま
す
）。

　
こ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
後
、
町
が

定
め
た
補
助
金
交
付
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
都
市
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
設
置
の
段
階
に
な
っ
て
補
助
金
の

交
付
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
事
前
に
都
市
建
設
課
で

交
付
の
条
件
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
及
び
県
か
ら
町
に
対
す
る
補
助
金

の
内
示
が
さ
れ
て
か
ら
受
付
を
行
い
ま

す
。

●
補
助
金
額
（
設
置
す
る
条
件
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。）

・
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
に
転
換
す
る
専
用
住
宅

　
5
人
槽　
33

2
，0
0
0
円
～

　
31
人
～
50
人
槽

　
2
，0
3
7
，0
0
0
円

・
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
に
転
換
す
る
併
用
住
宅

　
5
人
槽　
33

2
，0
0
0
円
～

　
31
人
～
50
人
槽

　
1
，2
9
1
，0
0
0
円

・
そ
の
他
の
場
合

（
住
宅
等
の
新
築
、
非
住
宅
の
転
換
を

含
む
）

　
5
人
槽　
168


，0
0
0
円
～

　
31
～
50
人
槽

　
1
，0
18

，0
0
0
円

※
な
お
、
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽

平
成
24
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
に
つ
い
て

　
放
射
線
内
部
被
ば
く
検
査
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
の
う
え
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
検
査
場
所

　
ひ
ら
た
中
央
病
院

●
検
査
費
用

　
4
歳
～
18
歳
以
下
…
無
料

　
19
歳
以
上
…
…
…
…
6
，0
0
0
円

●
お
申
し
込
み
方
法

　
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
お
申
し
込
み
先

　
ひ
ら
た
中
央
病
院
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
受
付
時
間　

　
　
月
〜
金
（
祝
日
除
く
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
午
後
2
時
～
午
後
4
時
）

　
☎
0
1
2
0
ı
0
6
ı
4
7
7
1

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
2
6
ı
8
4
16


放
射
線
内
部
被
ば
く
検
査

（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

測
定
）を
受
け
ら
れ
ま
す

の
撤
去
に
伴
う
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
都
市
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
め
切
り　
12
月
28
日
㈮
ま
で

※
年
間
の
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
申
し
込
み
順
で
受
付
を
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

・
人
槽
の
大
き
な
浄
化
槽
（
ア
パ
ー
ト
、

店
舗
等
）
を
設
置
予
定
の
方
は
、
補

助
金
を
交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
補
助
金
の
予
約
等
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

・
申
請
に
は
承
諾
書
、
誓
約
書
等
を
提

出
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
後

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

申
請
の
手
続
き
を
工
事
業
者
ま
か
せ

に
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
者
本
人
が

必
ず
申
請
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

・
浄
化
槽
の
設
置
後
は
、
保
守
点
検
や

清
掃
（
汚
泥
の
く
み
取
り
等
）
の
ほ

か
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
法
定
検
査

（
有
料
）
を
受
検
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
検
査
は
県
知
事
の
指

定
検
査
機
関
で
あ
る
社
団
法
人
福
島

県
浄
化
槽
協
会
が
実
施
し
ま
す
。
法

定
検
査
に
は
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

 

浄
化
槽
法
第
７
条
検
査 

…
浄
化
槽

を
設
置
後
３
か
月
を
経
過
し
て
か
ら
５

か
月
以
内
に
受
検
し
ま
す
。

　

 

浄
化
槽
法
第
11
　
条
検
査 

…
年
１
回

の
定
期
検
査
で
す
。
毎
年
受
検
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
第
７
条
検
査
を

受
検
し
た
次
の
年
度
か
ら
11
条
検
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。）

●
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課　
都
市
整
備
係　

　
☎
２
６
ı
９
１
３
１

●
交
通
指
導
に
あ
た
っ
て
は
交
通
安
全

腕
章
、
タ
ス
キ
を
着
用
し
、
自
ら
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
生
活
安
全
係

　
☎
２
６
ı
９
１
２７


・
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
思
い
や
り　

　
　
　
　
人
も
車
も　
自
転
車
も
」

・
春
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
あ
り
が
と
う　

　
　
孫
か
ら
教
わ
る　
交
通
ル
ー
ル
」
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県
立
図
書
館
で
は
、
距
離
や
時
間
の

都
合
等
で
県
立
図
書
館
を
利
用
し
に
く

か
っ
た
県
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、
資
料

（
図
書
や
雑
誌
な
ど
）
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
宅
配
（
有
料
）
に
よ
る

資
料
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
有
料
宅
配
の
地
域

　
福
島
県
内
（
震
災
の
影
響
で
県
外
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

●
有
料
宅
配
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
県
立
図
書
館
に
利
用
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
。
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
郵
送
で
も
登
録
申
請
が
出
来

ま
す
。

●
利
用
で
き
る
資
料
・
冊
数
・
期
間

・
資
料　
貸
し
出
し
可
能
な
県
立
図
書

館
所
蔵
の
資
料

・
冊
数　
10
冊
以
内

・
期
間　
15
日
以
内
（
往
復
の
配
送
期

間
を
含
む
）

●
申
込
方
法　
「
資
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス

申
込
書
」
に
よ
り
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
県
立
図
書
館
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
資
料
の
送
付
に
つ
い
て

　
送
付
代
金
は
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
返
却
方
法

・
定
め
ら
れ
た
返
却
期
間
ま
で
に
郵
便
、

宅
配
便
（
宅
配
業
者
の
正
規
料
金
と
な

県
立
図
書
館
資
料
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
声
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
期
日　
4
月
14
日
㈯　
※
小
雨
決
行

　
午
前
8
時
30
分
～

　
（
競
技
開
始
9
時
40
分
～
）

●
会
場

　
南
町
大
通
り
～
今
出
川
周
辺

　
・
ス
タ
ー
ト
…
石
川
中
学
校

　
・
ゴ
ー
ル
…
…
学
法
石
川
高
校
前

　
・
開
会
式
・
閉
会
式
…
石
川
中
学
校

校
庭
（
雨
天
の
際
は
石
川
中
学
校
体
育

館
） 第

４
回
石
川
さ
く
ら
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
の
固
定
資

産
（
土
地
及
び
家
屋
）
の
評
価
額
を
、

次
に
よ
り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
税
義
務
者
以
外
の
方
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
納
税
義
務
者
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
借
地
人
や
借
家
人

な
ど
は
委
任
状
が
な
く
て
も
縦
覧
で
き

ま
す
。

●
縦
覧
制
度
と
は

　
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
の
比
較
を
通
じ
、
自
己
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
縦
覧
の
期
間

　
5
月
25
日
㈮
ま
で

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

●
縦
覧
の
場
所　
石
川
町
役
場
税
務
課

●
お
問
い
合
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
係

☎
２
６
ı
９
１
１
９

固
定
資
産（
土
地
及
び
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
交
通
規
制

　
午
前
9
時
30
分
か
ら
南
町
大
通
り
及

び
今
出
川
周
辺
へ
の
車
両
の
進
入
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ
先

　
石
川
町
公
民
館　
体
育
振
興
係

☎
２
６
ı
２
５
６
６

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

●
対
象　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬

●
日
程　
4
月
17
日
㈫
～
25
日
㈬

　
登
録
済
み
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
す
。

　
日
程
の
詳
細
は
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
、

組
回
覧
文
書
ま
た
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
登
録
・
予
防
注
射
料
金

・
初
め
て
登
録
・
注
射
を
す
る
場
合

　
1
頭
に
つ
き
6
，1
0
0
円

・
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
（
注

射
の
み
）

　
1
頭
に
つ
き
3
，1
0
0
円

●
料
金
内
訳

　
登
録
料　
　
　
　
　

  

3
，0
0
0
円

　
注
射
料
金　
　
　

     

2
，55

0
円

　
注
射
済
票
交
付
手
数
料　
55

0
円

※
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
た
方
（
登
録
済

み
の
方
）
は
、
当
日
必
ず
ハ
ガ
キ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
が
死
亡
、
失
踪
し
た
場
合
、
他
人

に
譲
渡
し
た
場
合
、
登
録
を
抹
消
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
生
活
安
全
係

　
☎
2
6
ı
9
1
2
2

●競技部門
区　　分 距　離

小学3～６年男子 1.5ｋｍ
小学3～6年女子 1.5ｋｍ
中学生男子 3ｋｍ
中学生女子 3ｋｍ

親子（保護者と
小学1～2年生） 1.5ｋｍ

学法石川高校

石川
小学校 町民

グラウンド 石川
中学校

今出川

主要地方道いわき石川線主要地方道いわき石川線

アリガ美容室
●

※■の区間は午前９時30分から
　午前11時まで車両通行止めと
　なります。

石川土木事務所
●

●
商
工
会

●
坂
路
酒
店

石
川
中
野
球
場

●
近
津
神
社

石
川
ガ
ス
●

●
鈴
木
歯
科
医
院

至
須
賀
川

今
出
橋

グ
ラ
ウ
ン
ド
橋

本
宮
橋

関
根
橋

新町
交差点

温
水
プ
ー
ル

武
道
館
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町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
4
月
28
日
㈯

　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

●
日
時

　
4
月
25
日
㈬

　
5
月
10
日
㈭

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
２
６
ı
3
7
9
3

定
例
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

り
ま
す
）
な
ど
都
合
の
良
い
方
法
で
、

送
り
主
負
担
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
直
接
県
立
図
書
館
に
返
却
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

・
遠
隔
地
返
却
を
受
け
付
け
て
い
る
市

町
村
図
書
館
、
公
民
館
図
書
室
の
カ
ウ

ン
タ
ー
で
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

・
資
料
を
紛
失
し
た
り
、
著
し
く
汚

損
・
破
損
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
弁

償
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
詳
細
は
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
図
書
館

　
資
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
部

　
〒
９
６
３
ı
８
００

３

　
福
島
市
森
合
字
西
養
山
１
番
地

☎
０
２
４
ı
５
３
５
ı
３
２
１
８

薨
０
２
４
ı
５
３
６
ı
４７

８
７

電
子
メ
ー
ル

　

ippan@
library.hks.ed.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://library.fks.ed.jp/

デジサポ福島
☎024−505−1010
総務省 地デジコールセンター
☎024−505−1010

テレビが映らなくなったなど、地デジの相談は…

受付時間：平日 午前9時～午後9時、土・日・祝日 午前9時～午後6時

 

3月31日24時までに停波し、 
この後は、映りません。 

アナログテレビ放送は終了しました！

●
新
規
登
録
の
手
順

①
発
見
手
続
き
（
警
察
署
へ
発
見
届

け
を
提
出
）

②
登
録
手
続
き
（
登
録
申
請
書
を
登

録
審
査
会
に
提
出
）

③
登
録
審
査
会

未
登
録
の
銃
砲・刀
剣
類
を

発
見
さ
れ
た
方
は
登
録
を
！

●
登
録
審
査
会
の
日
程
及
び
会
場

第
１
回　
5
月
24
日
㈭

　
刀
剣
類
の
み　
い
わ
き
合
同
庁
舎

南
分
庁
舎
３
階
・
大
会
議
室

第
２
回　
7
月
13
日
㈮

　
銃
砲
・
刀
剣
類　
郡
山
市
労
働
福

祉
会
館
２
階
・
中
ホ
ー
ル

第
３
回　
年
９
月
13
日
㈭

　
刀
剣
類
の
み　
会
津
若
松
合
同
庁

舎
２
階
・
大
会
議
室

第
４
回　
12
月
6
日
㈭

　
刀
剣
類
の
み　
福
島
県
庁
会
議
室

第
５
回　
平
成
25
年
2
月
21
日
㈭

　
銃
砲
・
刀
剣
類　
郡
山
市
労
働
福

祉
会
館
２
階
・
中
ホ
ー
ル

●
登
録
審
査
会
の
開
催
時
間

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
1
時
～
3
時　
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
時
間
と
な

り
ま
す
）

●
そ
の
他

　
銃
砲
・
刀
剣
類
の
所
有
者
が
変

わ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
登
録
証
を
紛

失
し
た
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
手
続
き
を
怠
る
と
、
不
法
所

持
に
な
り
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
生
涯
学
習
係

　
☎
２
６
ı
２
５
６
６

地デジ臨時相談コーナーを開設しています!!
●場所　須賀川アリーナ　1階エントランスホール
●開設日時　4月27日（金）までの平日午前10時～午後4時
受診相談、簡易測定、チューナー支援の手続きなど相談や測定費用は無料ですのでお気軽にご相談ください。
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平成24年度石川町公民館・歴史民俗資料館事業
　石川町公民館及び歴史民俗資料館では、次の事業を計画しています。町民の皆様多数ご参加ください。
　なお、参加者の募集については、随時広報いしかわの「公民館だより」及び町のホームページでお知らせします。

事　業　名 主な内容 実施時期 対象者
子ども図書事業 図書室を活用した本の読み聞かせ 随時 幼児・児童

子ども体験学習
「ぼくもわたしもチャレンジャー」

勾玉づくり、ムシテック施設見学、鉱物採取体験、
登山に挑戦等 ５～１２月 小学生

第２８回少年の主張大会 小学生・中学生・高校生による意見発表 ６月 小・中・高校生

おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙
コンクール

命を伝えてくれた祖父母への感謝の気持ちと自
分の成長を伝えるために手紙を送る ６～７月 小・中・高校生

パソコン教室 家計簿の作成や、写真の取込み・編集等を通して
ワード・エクセルの技能を取得する ６〜2月 成　人

活き生きライフ講座 話し方講座、音楽はこころの友、水中エクササイ
ズ、消費生活講座、メンタルヘルス等 5～1月 成　人

男の料理教室 和・洋食や中華等、魚のさばき方やカロリー
を抑えた料理の体験学習 ６～１１月 成人男性

防災豆知識講座 地震等の災害から身を守るための様々な知識
を学ぶ 9～１１月 成　人

子育てセミナー 家庭及び地域の教育力向上を図るため、討論会及
び講演会を行う １１月 成　人

子育てサポーター養成研修会 子育て支援に関する人材養成のための講話、保育
実習 ７～８月 中・高校生、一般

総合文化祭 芸術文化活動の総合発表、芸能祭、音楽祭 １０～１１月 一般町民
鉱物ふれあい教室 親子で鉱物採集、標本作りを体験する ７月 小学生・保護者

鉱物教室 歴史民俗資料館内の標本や町内の鉱山跡を見
学、鉱物の学習 ５～２月 成　人

　
わ
く
わ
く
、
ど
き
ど
き
の
体
験
活
動
を

企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
っ
き
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
日　
5
月
〜
12
月

　
月
1
回
土
曜
日
午
前
〈
全
8
回
〉

◆
対
象　
町
内
小
学
校
の
3
〜
6
年
生

◆
募
集
人
員　
20
名

◆
学
習
内
容　
勾
玉
づ
く
り
体
験
、
移
動

研
修
（
ム
シ
テ
ッ
ク
）、
鉱
物
採
取
体
験
、

水
生
生
物
採
取
と
水
質
調
査
、
百
名
山
登

山
に
挑
戦
、
料
理
づ
く
り
、
桜
年
賀
状
づ

く
り
に
挑
戦
な
ど

◆
参
加
費　
事
業
内
容
に
よ
り
材
料
費
等

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
人
間
だ
も
の
、
う
れ
し
い
と
き
も
あ
れ

ば
、
気
持
ち
が
沈
む
と
き
も
あ
る
。
う
れ

し
い
と
き
は
服
装
も
身
な
り
も
素
敵
に
見

え
る
。
で
も
、
本
当
の
美
し
さ
は
、
内
面

か
ら
に
じ
み
出
る
も
の
。
そ
こ
に
迫
り
ま

す
。

◆
実
施
日　
5
月
〜
平
成
25
年
1
月

　
月
1
回
平
日
夜
間
〈
全
9
回
〉

◆
対
象　
　
町
内
在
住
の
一
般
成
人

◆
募
集
人
員　
20
名

◆
事
業
内
容　
専
門
家
の
話
を
聴
い
た
り
、

指
導
を
受
け
な
が
ら
様
々
な
体
験
を
し
ま

す
。（
話
し
方
講
座
、
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
等
）

子
ど
も
体
験
学
習

「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」教
室
生
募
集

活
き
生
き
ラ
イ
フ

　
　
　
　
　
　
講
座
受
講
生
募
集

◆
そ
の
他　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

上
位
学
年
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
参
加
費　
事
業
内
容
に
よ
り
材
料
費

等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
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石
川
町
産
出
鉱
物
、
岩
石
の
標
本
所
有

者
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
に
鉱
物
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
石
川
町
産

出
鉱
物
、
岩
石
標
本
の
貴
重
な
も
の
、
珍

し
い
も
の
に
つ
い
て
所
有
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
借
用
し
、
展
示
と
写
真
撮
影
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
石
川
町
産
出
鉱
物
、

岩
石
の
標
本
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
２
６
︱
3
7
68


　
日
本
三
大
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
石
川
町
の
貴
重
な
財
産
の

一
つ
で
あ
る
鉱
物
に
関
す
る
知
識
、
理
解

を
高
め
、
今
後
の
鉱
物
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
日　
5
月
〜
平
成
25
年
3
月

　
月
1
回
土
曜
日
午
後
〈
全
11
回
〉

◆
対
象　
町
内
在
住
の
一
般
成
人

◆
募
集
人
員　
10
名

◆
事
業
内
容　
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
る

標
本
等
を
利
用
し
て
学
習
す
る
。
和
久
観

音
山
鉱
山
跡
を
見
学
、
現
地
学
習
を
行
う
。

◆
参
加
費　
無
料

鉱
物
教
室

　
　
　
受
講
生
募
集

　講座等の申込方法は次のとおりです。
◆申込期間　4月9日（月）〜20日（金）までの間
※受付時間　午前8時30分〜午後5時
◆申込方法　①直接石川町公民館へ来館
　　　　　　②FAX（送信後は公民館に確認の電話を
　　　　　　　してください。）
※FAXの場合、氏名、住所、連絡先（子ども体験学習に

ついてはその他学校名、学年・クラス、保護者氏名）
を記入してください。

◆その他　活き生きライフ講座及び鉱物教室について、
申込者多数の場合は、募集人員に達した段階
で募集を終了させていただきます。

※個人情報は、講座等の連絡以外には使用いたしません。
　☎26-2566　薨26-4992

�募集している講座等の申込方法�

歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら

お
知
ら
せ

寄贈図書名　 著　者 寄贈図書名 著　者
老いのかたち 黒井千次 水木しげるゲゲゲの大放談 水木しげる

花いちもんめ 石牟礼道子 カヨ子ばあちゃんの７３の言
葉 久保田カヨ子

石牟礼道子　椿の海の記 石牟礼道子 恋物語 西尾維新
孤鷹の天 澤田瞳子 なぜ「これ」は健康にいいのか 小林弘幸
老いの矜持 中野孝次 裸のフクシマ たくきよしみつ
スティーブジョブス（全２巻） ウォルター・アイザックソン 下山の思想 五木寛之
テンペスト（全２巻） 池上永一 イ・サン（全３巻） NHK出版
コンニャク屋漂流記 星野博美 生まれ変わりの村（全３巻） 森田　健
お順（全２巻） 諸田玲子 モダンタイムス（全２巻） 伊坂幸太郎
障害を問い直す 松井彰彦・川島聡 たとえば君　四十年の恋歌 河野裕子・永田和宏
読んでいない絵本 山田太一 かわいそうだね？ 綿矢りさ
「がんばらない」を生きる 鎌田實 はやぶさ君の冒険日誌 小野瀬直美
詩の邂逅 和合亮一 ピンクとグレー 加藤シゲアキ
詩の礫 和合亮一 マスカレード・ホテル 東野圭吾
日本石巡礼 須田郡司 ジェノサイド 高野和明
小児科医が診た放射能と子どもたち 山田真 舟を編む 三浦しをん
「原発をつくった」から言えること 後藤政志 相性 三浦友和
名人は危うきに遊ぶ 白洲正子 三十光年の星たち（全２巻）　 宮本　輝
福島は訴える 福島県九条の会 いねむり先生 伊集院静
福島に生きる 玄侑宗久 日野原重明１００歳 日野原重明
幾千の夜　昨日の月 角田光代 知事抹殺 佐藤栄佐久
仏果を得ず 三浦しをん ほまれ 澤　穂希
好奇心ガールいま９７歳 笹本恒子 夢を与える 綿矢りさ
平清盛 高橋直樹 ＧＩＲＬＹ（全２巻） 美嘉
続・大人の流儀 伊集院静 ゴーストハント（全２巻） 小野不由美
子育てハッピーアドバイス妊娠・出産・赤ちゃんの巻 吉崎達郎・明橋大二 夢違 恩田　陸
采配 落合博満 冥談 京極夏彦
ヒート 堂場瞬一 諏訪の妖狐 平岩弓枝
バカボンのパパよりバカなパパ 赤塚りえ子

～石川町文化協会から
　68冊の図書が寄贈されました～

図書室からお知らせ　寄贈された図書は、石川町文化協会が八槻市で行っ
たリサイクルショップでの益金で購入したもので、
寄贈は毎年行われ、今回が3回目となりました。



国 保 だ よ り

広報いしかわ 4 月号 ● 20

　町では、例年5月に結核・肺がん検診と特定健
診を実施し、10月に胃がん検診を実施していま
したが、平成24年度からは10月15日㈪～11月
2日㈮に総合健診で実施します。同日に各検診が
受けられますので効率よく受診できるようにな
ります。ただし、検診バスを駐車するためスペー
スの広い会場になりますのでご了承ください。
　なお5月には、健康診査の意向調査を地区担
当の保健衛生協力員が配付、回収しますのでご
協力お願いします。
　特定健診は、高血圧や心臓病、糖尿病などの
生活習慣病の予防を図るため、40歳から74歳ま
での方を対象に実施しています。国民健康保険
加入者は、町で実施する総合健診で実施します。

社会保険加入者は職場で実施しますが、社会保険
被扶養者は保険者から発行される「受診券」が手
元にあれば町が実施する総合健診で受けることが
できますので、ぜひご利用ください。
　がん（胃がん、結核・肺がん、大腸がん、乳がん、
子宮がん）検診は、加入している保険に関わらず、
対象年齢であれば受診できます。40代、50代の
若い方の早期発見、早期治療のためぜひ受診して
ください。
●お問い合わせ先
　石川町保健センター　☎26−8416

国保の届け出お忘れなく

健康診査の時期が変わり、
平成24年度から総合健診になります

こんなとき 届け出に必要なもの
国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 転出証明書、印かん

職場の健康保険を脱退したとき 健康保険の資格喪失（離脱）
証明書、印かん

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき
子どもが生まれたとき 母子手帳、印かん
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印かん

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

他の市町村へ転出するとき 保険証、印かん

職場の健康保険に入ったとき 国保と職場の健康保険の両方
の保険証、印かん

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印かん

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、
印かん

そ
の
他

退職者医療制度に該当したとき 保険証、年金証書、印かん
世帯主、氏名が変わったとき

保険証、印かん同じ市町村内で住所が変わったとき
世帯を分けたり、一緒にしたとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印かん
保険証をなくしたとき

身分を証明するもの、印かん
破損して使えなくなったとき

＊届け出には、上記以外のものが必要になる場合もあります。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

　国保に加入・脱退するときは届け出
をしなければなりません。
　14日以内に必ず届け出をしましょう。

●加入の届け出が遅れると
　　届け出が遅れると、その間にかかっ

た医療費は全額自己負担となります。　
　　また保険税は届け出をした月から

ではなく、国保に加入する資格を得
た月までさかのぼって納めることに
なります。

●脱退の届け出が遅れると
　　保険証が手元にあるため、うっか

りそれを使って医療を受けてしまう
ことがあります。

　　この場合、国保が負担した医療費
は後で返していただくことになります。
また、国保と健康保険の保険税を二
重払いしてしまうこともありますので、
必ず届け出をしましょう。
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石川町 4～ 5月の主な予定

4 月  ● April 5 月  ● May

1
2
3

4

5

6
7
8
9

10

11
12
13
14

火
水
木

金

土

日
月
火
水
木

金
土
日
月

グリーンフェア（6日まで）　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

6～7か月児教室（9：30～）　　　　　　
3～4か月児健診（13：00～）　　　　　　
BCG予防接種（13：00～）　　　　　　

在宅当番医

母畑レークサイド
センター

ひらた中央病院
（平田村）

ひらた中央病院
（平田村）

ひらた中央病院
（平田村）

添田医院

保健センター
保健センター
保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

15

16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29

30

日

月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日

月

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　

石川町消防団春季検閲式
石川桜まつりイベント

ポリオ予防接種（13：00～）　　　　　
1歳6か月児健診（13：00～）

石川桜まつりイベント
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　

石川桜まつりイベント

1歳児教室（9：30～）　　　　　　　　
3歳3か月児健診（13：00～） 　　　　

在宅当番医　

在宅当番医

あつうみ内科医院
（玉川村）

町民グラウンド
商工会前

保健センター
保健センター

あさひ公園・商工会前
ひらた中央病院

（平田村）
あさひ公園・商工会前

保健センター
保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

田中内科医院

（平成24年2 月 1日～2月29日まで届出分　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

髙木　我
が

空
く

　 （友　弘・亜紀子）　 沢　井
根本　彪

たけ

正
まさ

 　（正　友・茂　子） 　坂　路
遠藤　隼

はや

斗
と

 　（恒　男・ヒロ子） 　北　山
佐藤　夢

ゆめ

華
か

　 （恵　太・愛　美） 　中　野

氏 名 住 所

曲　山　德　次　　塩　沢
大　槻　重　雄　　下　泉
近　藤　ミナ子　　沢　井
遠　野　銀　三　　母　畑
添　田　重　利　　北山形
白　石　イ　チ　　赤　羽
瀬　谷　己　義　　下　泉
加　藤　高　助　　境ノ内
鈴　木　　　艶　　沢　井
野　内　定　義　　新屋敷
西　牧　力　男　　矢ノ目田

氏 名 住 所

塩　澤　マキ子　　母　畑
野　内　リ　ン　　新屋敷
吉　田　友　二　　中　野
渡　邉　榮　子　　母　畑
曲　山　　　操　　塩　沢
遠　藤　重　多　　　原
三　浦　良　子　　当　町
大　平　　　榮　　塩ノ平
三　瓶　キヌイ　　立ケ岡
芳　賀　フ　ミ　　大　室

●5月１日㈫までに
　納めましょう
　軽自動車税

　新　郎　新　婦（出身地）　

添田　成人（北山形）・渡部　　愛（白河市）
鈴木　一洋（山　形）・菊地　寛子（塙　町）



編集後記
　春は“出会い”と“別れ”の季節。出会いがあ
れば別れも必ず訪れるのが自然の摂理・・・。親
しい友人、両親、故郷などと別れて始まる新し
い生活は、心躍らせたり、不安を感じさせたりす
ると思います。別れは辛く悲しいものですが、
人は多くの出会いと別れを繰り返すことで色々
なことに気付き成長していくような気がします。
4月は新年度が始まります。多くのことを学ば
せてくれたこれまでの出会いに感謝するととも
に、これから訪れる“新たな出会い”を前向きな
心で迎えたいと思います。　　   （矢内　清春）

表紙の写真

第300回第300回

第　一
保育所

【施設紹介】
　毎週月曜日が親子ふれあい文庫の絵本の貸出日
です。帰りの時間には、お家の人と子ども達で賑わい
ます。
　96名の子ども達が絵本に親しみ、遊びを通して優
しさや思いやりのある子に成長して行って欲しいと思
います。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

石川小学校　６年　   上泉　昂世さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．部活で遅くなる日は防犯ブザーを持ち、必ず友達と

帰るようにしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．以前、獣医師さんに、ぼくの飼っているペットをみ

てもらいました。ぼくも、その獣医師さんの様にい
ろいろな動物を治せる獣医師さんになりたいです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
こう せい

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

17,282人（  △37）

（  ）内前月比

●3月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8,440人（  △24）
8,842人（  △13）
5,703戸（  △  3）

　第一保育所に通う矢吹　優醐（ゆうご）くん
（左）弟の瞭磨（りょうま）くん（右）、祖父の昌
光さん、祖母の美枝子さんです。

　第一保育所に通う矢吹　優醐（ゆうご）くん
（左）弟の瞭磨（りょうま）くん（右）、祖父の昌
光さん、祖母の美枝子さんです。

　あこがれの年長組になり、張り切っています。
　元気いっぱい体を動かすことが大好き、笑顔が素敵な31人の子ども達です。
　今日は「ちょう」になり、皆さんに笑顔を届けたいと思います。

「
ら
い
お
ん
組
の
み
な
さ
ん
」


